
令和3年度和歌山県CSマイスターミニ座談会（西牟婁会場②）

日 時：令和3年12月21日（火）14:00-16:00
会 場：たなべる（田辺市立図書館）
参加者：会場10名 オンライン５名
「きのくにコミュニティスクールと家庭教育

～上田さとみさんに聞いてみよう～」

湯浅町家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」の由来です。これ、
支援員の1人が作ってくれたんです。よく出来てるでしょ・・・。

まず始めに、私たちの取組を紹介してくれた
DVDを見てもらいました。どうでしたか？

・県立高校で勤務していると、こういう取組を知らなかった。
・良いと思うけど、とても大変そう。上田さんも支援員さんも。
・皆さんの守秘義務はどうなってるんですか。
・いきなり訪問して、怪しまれませんか？
・どうやって人（支援員さん）を見つけてくるのですか？
・何から手を付けていったんですか？

ここで上田さんご本人登場！

・保育所長を退職したら、当時の指導主事に声かけられて･･･
・私が保護者を叱っていた現場を見ていたんですって（笑）･･･
・「人」はね、「つりぼり」から一本釣りしてくるの（笑）
・むしろ町民全員が支援員になったら、町ごと「感度」が上がるのに･･･
・イラスト入りの広報誌を配ってまわると怪しまれないの･･･
・大事なのは、世間話をして帰ってくることよ･･･
・大きな相談、重たい相談は、訪問以外から入ってくるのよ・・・
・「何回行っても会えない」というのも、ひとつの情報よ・・・
・大変な家庭を何とかしようなんて思わない。現状維持がベストなことも
あるし・・・

上田さんの話が進むにつれて、参加者の？が解
消されていきます。皆さん前のめりに･･･



昔は普通にあった「ちょっとしたお節介」が、今こそ必要ですよね。

参加者の皆さん、上田さんの話を聞く前と聞く後でイメージは変わりましたか？

・小さな座談会で肩を張らずに参加できました。上田先生の話も身近に聞けて良かったです。
・支援員の人選、対応の仕方、保護者への寄り添い方。目からウロコの話ばかりでした。
・キーワードは「心から寄り添うこと」大変勉強になりました。
・上田さんの人柄も含めて、取組がすごいと思いました。内容も分かりやすかったです。
・湯浅町の取組、じっくり聞くのは初めてでした。変な言い方かもしれませんが、楽しかった
です。
・「家庭を変える、良くする」ということではなく、「現状維持」という言葉が新鮮に聞こえ
ました。
・うちの町にも上田さんが欲しい！。きっと負担はすごいと思いますが、それをやってのける
上田さんはスゴイと思いました。ありがとうございました。
・「義務教育終了後の支援について」「つながりにくい家庭に対して」という上田さんの問題
提起、まさに高等学校での課題だと考えています。学社連携をより深化させていく必要がある
と思います。
・現在過疎高齢化の公民館で「なんでも相談」の取組を行っています。これにも「訪問型」が
必要ではないか。そんなことを考える機会となりました。

皆さんの町にも「お節介が好きな人」はきっといます。
何かありましたら、いつでも連絡くださいね。
今日はありがとうございました。


